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配慮概要

事業の概要

事業名

実施場所

事業主体

実施期間

全体事業費

事業規模等

事業概要

環境配慮の内容

環境配慮の結果

今後の留意事項等

総出力：1,980kW（660kW×3基）、発生電力量：約600万kWh

約700,000千円

－

・建設工事に伴う樹木等の伐採はなかった。

●樹木の伐採を避けるための設置場所
・風力発電所の建設は、樹木の伐採が生じないような場所であり、かつ、既に道路等の整備が
　行われている場所として、稲庭高原の牧草地を選定した。

●鳥の衝突防止
・風車の羽根の部分には、風車に鳥が衝突しないように配慮した塗装を行った。

　県営として初めての風力発電事業として建設したものであり、樹木の伐採を
避けるために建設地として道路などが整備された牧草地を選定するとともに、
鳥が風車に衝突しないように風車の羽根に塗装を行った。
　また、風のエネルギーを効率的に電力へ変換させるために、配電線における
ロスを小さくするような方式を採用した。

風力発電事業

鳥の衝突に配慮（風車の羽根の塗装）、樹林の伐採の回避（牧草地に設置）

平成11年度（環境調査、基本設計）～平成13年度（完成・竣工）

岩手県二戸郡浄法寺町大字大清水字山内地内

稲庭高原風力発電所建設工事

岩手県企業局
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